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明 細 書

発明の名称 ：移動通信方法及び無線基地局

技術分野

[0001 ] 本発明は、移動通信方法及び無線基地局に関する。

背景技術

[0002] 図 1 1 に、 3 G P P で規定されている 「c o n t e n t i o n b a s e

d R a n d o m A c c e s s プロシ一ン ャ」 を示す。

[0003] 具体的には、図 1 1 に示すように、ステ ップ 1 において、移動局 U E が、

無線基地局 e N B に対 して、 「R a n d o m A c c e s s ( R A ) P r

e a m b I e 」を送信 し、ステ ップ 2 において、無線基地局 e N B が、移動

局 U E に対 して、 「R a n d o m A c c e s s ( R A ) R e s p o n s

e 」を送信する。

[0004] ステ ップ 3 において、移動局 U E が、無線基地局 e N B に対 して、 「S c

h e d u l e T r a n s m i s s i o n 」をぜ信 し、ステ ップ4 におし、て

、無線基地局 e N B が、移動局 U E に対 して、 「C o n t e n t i o n R

e s o l u t i o n j を 信する。

先行技術文献

非特許文献

[0005] 非特許文献 1 : 3 G P P T S 3 6 . 3 0 0 0 . 1 . 5 . 1

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0006] L T E ( L o n g T e m E v o I u t i o n ) - A d v a n c e d ¾

式では、移動局 U E は、 リレーノー ドR N を介 して、無線基地局 D e N B に

接続することができるように構成されている。

[0007] かかる リレーノー ドR N も、移動局 U E と同様に、無線基地局 D e N B と

の間で、上述の R A プロシージャを実行することができるように構成されて

いる。



[0008] また、 リレー ノー ドR N は、 「H a l f D u l e x i n b a n d

r e I a y 」 と して動作 している場合、 M B S F N ( M B M S S i n g I

e F r e q u e n c y N e t w o r k ) サ プフ レ一厶以外のサ プフ レ一

厶で、移動局 U E に対 して信号 を送信 し、 M B S F N サ ブフ レームでは、移

動局 U E に対 して信号 を送信 しないように構成 されている。

[0009] したが って、 かかる R A プロシージャにおいて、無線基地局 D e N B は、

干渉 を避 けるため に、 リレー ノー ドR N に対 して、 M B S F N サ ブフ レーム

で、 「R A R e s p o n s e 」 を送信 する必要がある。

[001 0] しか しなが ら、上述の R A プロシージャでは、無線基地局 D e N B は、 「

R A P r e a m b l e 」 を受信 した時点で、 かかる 「R A P r e a m b

I e 」の送信元が リレー ノー ドR N であるか否かについて把握 することがで

きないため、 リレー ノー ドR N に対 して、 M B S F N サ ブフ レームで、 「R

A R e s p o n s e 」 を送信 することがで きない とい う問題点があ つた。

[001 1] そ こで、本発明は、上述の課題 に鑑みてなされたものであ り、無線基地局

D e N B が、受信 した 「R A P r e a m b I e 」の送信元 を把握 すること

がで きる移動通信方法及び無線基地局 を提供 することを目的 とする。

課題を解決するための手段

[001 2] 本発明の第 1 の特徴 は、移動通信方法であ って、無線基地局が、移動局用

生成情報及び リレー ノー ド用生成情報 を含む報知情報 を送信 する工程 と、移

動局が、受信 した前記報知情報 に含 まれ る前記移動局用生成情報 に基づいて

、 ランダムアクセスプ リアンプル を生成 し、前記無線基地局 に対 して送信 す

る工程 と、 リレー ノー ドが、受信 した前記報知情報 に含 まれ る前記 リレー ノ

— ド用生成情報 に基づいて、 ランダムアクセスプ リアンプル を生成 し、前記

無線基地局 に対 して送信 する工程 と、前記無線基地局が、受信 した前記 ラン

ダムアクセスプ リアンプルの送信元が移動局或 いは リレー ノー ドの どち らで

あるかについて判定する工程 とを有 することを要 旨とする。

[001 3] 本発明の第 2 の特徴 は、移動通信方法であ って、無線基地局が、 リレー ノ

— ド用 ランダムアクセスプ リアンプル範 囲を示す報知情報 を送信 する工程 と



、 リレー ノー ドが、前記 リレー ノー ド用 ランダムアクセスプ リアンプル範 囲

内のランダムアクセスプ リアンプル を、前記無線基地局 に対 して送信 するェ

程 と、前記無線基地局が、受信 した前記 ランダムアクセスプ リアンプルの送

信元が移動局或 いは リレ一 ノ一 ドの どち らであるかについて判定する工程 と

を有 することを要 旨とする。

[0014] 本発 明の第 3 の特徴 は、無線基地局であ って、移動局用生成情報及び リレ

一ノー ド用生成情報 を含む報知情報 を送信 するように構成 されている報知情

報送信部 と、受信 したランダムアクセスプ リアンプルの送信元が移動局或 い

は リレー ノー ドの どち らであるかについて判定するように構成 されている判

定部 とを具備 することを要 旨とする。

[001 5] 本発 明の第 4 の特徴 は、無線基地局であ って、 リレー ノー ド用 ランダムァ

クセスプ リアンプル範 囲を示す報知情報 を送信 するように構成 されている報

知情報送信部 と、受信 した前記 ランダムアクセスプ リアンプルの送信元が移

動局或 いは リレ一 ノ一 ドの どち らであるかについて判定するように構成 され

ている判定部 とを具備 することを要 旨とする。

発明の効果

[001 6] 以上説明 したように、本発明によれば、無線基地局 D e N B が、受信 した

「R A P r e a m b l e 」の送信元 を把握 することがで きる移動通信方法

及び無線基地局 を提供 することがで きる。

図面の簡単な説明

[001 7] [ 図 1] 図 1 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る移動通信 システムの全体構成 図

である。

[ 図2] 図 2 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る無線基地局の機能 プロック図で

ある。

[ 図3] 図 3 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る無線基地局 によって送信 され る

S I B 内の情報要素 「P R A C H - C o n f i g 」の フ才一マ ツ 卜の一例 を示

す図である。

[ 図4] 図 4 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る リレ一 ノー ドの機能 プロック図



である。

[ 図5] 図 5 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る移動通信 システムの動作 を示す

フロ一チ ヤ一 卜である。

[ 図6] 図 6 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る移動通信 システムの動作 を示す

シーケ ンス図である。

[ 図7] 図 7 ( a ) 及び （b ) は、本発明の第 2 の実施形態 に係 る無線基地局 に

よって割 り当て られ る R N 用 P r e a m b I e について説明するための図で

ある。

[ 図8] 図 8 は、本発明の第 1 の実施形態 に係 る無線基地局 によって送信 され る

S I B 内の情報要素 「R A C H - C o n f i g C o m m o n 」の フ才一マ ツ 卜

の一例 を示す図である。

[ 図9] 図 9 は、本発明の第 2 の実施形態 に係 る移動通信 システムの動作 を示す

フロ一チ ヤ一 卜である。

[ 図 10] 図 1 0 は、本発明の第 2 の実施形態 に係 る移動通信 システムの動作 を

示すシーケ ンス図である。

[ 図 11] 図 1 1 は、従来の移動通信 システムの問題点 を説明するための図であ

る。

発明を実施するための形態

[001 8] (本発 明の第 1 の実施形態 に係 る移動通信 システム）

図 1 乃至図 6 を参照 して、本発明の第 1 の実施形態 に係 る移動通信 システ

厶について説明する。

[001 9] 図 1 に示すように、本実施形態 に係 る移動通信 システムは、 L T E - A d v

a n c e d 方式の移動通信 システムであ って、無線基地局 D e N B と、 リレ

— ノー ドR N とを具備 している。

[0020] ここで、無線基地局 D e N B と リレー ノー ドR N との間は、 U n イ ンタ一

フェイスによって接続 されてお り、 リレ一 ノー ドR N と移動局 U E との間は

、 R N - U u イ ンタ一 フェイスによって接続 されている。

[0021 ] 図 2 に示すように、無線基地局 D e N B は、報知情報送信部 1 1 と、 R A



プロシージャ実行部 1 2 と、判定部 1 3 とを具備 している。

[0022] 報知情報送信部 1 1 は、配下のセルに対 して、報知情報として、M I B (

M a s t e r I n f o r m a t i o n B l o c k ) や S I B ( S y s t

e m I n f o r m a t i o n B l o c k ) を 信するよつに されて

いる。

[0023] ここで、報知情報送信部 1 1 は、移動局 U E用 R A C H R O O T S E Q

U E N C E 及び リレーノー ドR N用 R A C H R O O T S E Q U E N C E を

含むS I B を送信するように構成されている。

[0024] 例えば、図 3 に示すように、報知情報送信部 1 1 は、 S I B 内の情報要素

「P R A C H - C o n f i g 」内の'|青幸艮要素 「r o o t S e q u e n c e I n

d e x 」に移動局 U E用 R A C H R O O T S E Q U E N C E を設定 し、 S

I B 内の情報要素 「P R A C H - C o n f i g 」内の情報要素 「r o o t S e

q u e n c e I n d e x R N」にリレーノ一 ドR N用 R A C H R 0 0 T S

E Q U E N C E を設定するように構成されている。

[0025] R A プロシージャ実行部 1 2 は、移動局 U E及び リレーノー ドR N との間

で、 R A プロシージャを行うように構成されている。

[0026] 判定部 1 3 は、 R A プロシージャ実行部 1 2 によって受信された 「R A

P r e a m b I e 」の送信元が移動局 U E或いはリレ一ノー ドR Nのどちら

であるかについて判定するように構成されている。

[0027] 具体的には、判定部 1 3 は、上述の 「R A P r e a m b I e 」の生成に

用いられたR A C H R O O T S E Q U E N C E を調べることで、かかる 「

R A P r e a m b l e 」の送信元が移動局 U E或いはリレ一ノー ドR Nの

どちらであるかについて判定するように構成されていてもよい。

[0028] なお、判定部 1 3 は、 「R A P r e a m b I e 」とR A C H R O O T

S E Q U E N C E とを対応付けるテ一プルを管理 しており、かかるテ一プル

を参照 して、上述の 「R A P r e a m b l e 」の送信元が移動局 U E或い

はリレ一ノ一 ドR Nのどちらであるかについて判定するように構成されてい

てもよい。



[0029] ここで、判定部 1 3 が、上述の 「R A P r e a m b l e 」の送信元が リ

レ一 ノー ドR N であると判定 した場合に、 R A プロシージャ実行部 1 2 は、

M B S F N サプフレーム （バ ックホールサプフレーム）で、 リレーノー ドR

N に対 して、 「R A R e s p o n s e 」を送信するように構成されている

[0030] 図 4 に示すように、 リレーノー ドR N は、報知情報受信部 2 1 と、 R A プ

ロシ一ジャ実行部 2 2 とを具備 している。

[0031 ] 報知情報受信部 2 は、無線基地局 D e N B によつて送信された報知情報

を受信するように構成されている。

[0032] R A プロシージャ実行部 2 は、無線基地局 D e N B との間で、 R A プロ

シ一ジャを行 うように構成されている。

[0033] ここで、 R A プロシージャ実行部 2 2 は、報知情報受信部 2 1 によって受

信された S I B に含まれる リレーノー ドR N 用 R A C H R O O T S E Q U

E N C E に基づいて、 「R A P r e a m b I e 」を生成 し、無線基地局 D

e N B に対 して送信するように構成されている。

[0034] 以下、図 5 及び図 6 を参照 して、本実施形態に係る移動通信システムの動

作について説明する。

[0035] ここで、 リレー ノー ドR N は、 「H a l f D u l e x i n b a n d

r e I a y 」 と して動作 している場合、 M B S F N サブフレーム以外のサ

プフレームで、移動局 U E に対 して信号を送信 し、 M B S F N サブフレーム

では、移動局 U E に対 して信号を送信 していないものとする。

[0036] ステ ツプS 1 0 0 1 において、無線基地局 D e N B は、情報要素 「P R A

C H - C o n f i g 」内の情幸艮要素 「r o o t S e q u e n c e I n d e x 」

に移動局 U E 用 R A C H R O O T S E Q U E N C E を設定 し、情報要素 「

P R A C H - C o n f i g 」内の'|青幸艮要素 「r o o t S e q u e n c e I n d

e x R N 」に リレーノ一 ドR N 用 R A C H R 0 0 T S E Q U E N C E を設

定 した S I B を送信する。

[0037] ステ ップS 1 0 0 2 A において、 リレーノー ドR N は、 「r e l a y 」 と



して、具体的には、 「H a l f D u p l e x i n b a n d e l a y

」 と して動作 しているか否かについて判定する。

[0038] リレーノー ドR N は、 「r e I a y 」 と して、具体的には、 「H a l f

D u l e x i n b a n d r e l a y 」 と して動作 していると判定 した

場合、ステ ップS 1 0 0 2 B において、 S I B に含 まれる リレーノー ドR N

用 R A C H R 0 0 T S E Q U E N C E に基づいて、 「R A P r e a m b

e 」を生成する。

[0039] —方、 リレーノー ドR N は、 「r e I a y 」 と して動作 していない、すな

わち、 「U E 」 として動作 していると判定 した場合、ステ ップS 1 0 0 2 C

において、 S I B に含 まれる移動局 U E 用 R A C H R O O T S E Q U E N

C E に基づいて、 「R A P r e a m b l e 」を生成する。

[0040] ステ ップS 1 0 0 2 D において、 リレーノー ドR N は、生成 した 「R A

P e a m b I e 」を、無線基地局 D e N B に対 して送信する。

[0041 ] ステ ップS 1 0 0 3 A において、無線基地局 D e N B は、受信 した 「R A

P e a m b I e 」の送信元が移動局 U E 或いは リレ一ノー ドR N のどち

らであるかについて判定する。

[0042] 無線基地局 D e N B は、受信 した 「R A P e a m b I e 」の送信元が

リレ一ノ一 ドR N であると判定 した場合、ステ ップS 0 0 3 B において、

M B S F N サプフレームで、 リレーノー ドR N に対 して、 「R A R e s p

o n s e 」を送信する。

[0043] —方、無線基地局 D e N B は、受信 した 「R A P r e a m b l e 」の送

信元が移動局 U E であると判定 した場合、ステ ップS 1 0 0 3 C において、

通常のサプフ レームで、移動局 U E に対 して、 「R A R e s p o n s e j

を送信する。

[0044] ステ ップS 1 0 0 4 において、 リレーノー ドR N が、無線基地局 e N B に

対 して、 「S c h e d u l e T r a n s m i s s i o n J をぜ信 し、ステ

ップS 1 0 0 5 において、無線基地局 e N B が、 リレーノー ドR N に対 して

、 「C o n t e n t i o n R e s o l u t ί ο η 」を 信する。



[0045] 本実施形態に係る移動通信システムによれば、無線基地局 e N B は、受信

した 「R A P r e a m b l e 」の生成に用いられたR A C H R 0 0 T S

E Q U E N C E を調べることで、かかる 「R A P r e a m b l e 」の送信

元が移動局 U E或いはリレ一ノ一 ドR Nのどちらであるかについて判定する

ことができる。

[0046] (本発明の第 2 の実施形態に係る移動通信システム）

図 7 乃至図 1 0 を参照 して、本発明の第 2 の実施形態に係る移動通信シス

テムについて説明する。以下、本実施形態に係る移動通信システムについて

、上述の第 1 の実施形態に係る移動通信システムとの相違点に着目して説明

する。

[0047] 従来の移動通信システムでは、図 7 ( a ) に示すように、 6 4 個の 「R A

P r e a m b l e 」は、 2 つのパラメ一タ 「n u m b e r O f R A - P r e

a m b I e s 」及び 「n u m b e r O f R A - P e a m b I e s G r o u p

A 」によって分割されている。

[0048] 図 7 ( a ) の例では、 「R A P r e a m b l e # 0 」~ 「R A P r e

a m b l e # 6 0 」は、 c o n t e n t ί o n 用の 「R A P r e a m b l

e 」として確保されており、 「R A P r e a m b I e # 6 1 」~ 「R A

P r e a m b l e # 6 3 」は、 n o n - c o n t e n t i o n 用の 「R A P

r e a m b I e 」として確保されている。

[0049] また、 c o n t e n t i o n 用の 「R A P r e a m b l e 」のうち、 「

R A P r e a m b l e # 0 」~ 「R A P r e a m b l e # 4 7 」は、小

さい電力による送信用の 「R A P r e a m b l e 」として確保されており

、 「R A P r e a m b l e # 4 8 」~ 「R A P r e a m b l e # 6 0 」

は、大きい電力による送信用の 「R A P r e a m b l e 」として確保され

ている。

[0050] これに対 して、本実施形態に係る移動通信システムでは、図 7 ( b ) に示

すように、 6 4 個の 「R A P r e a m b l e 」は、 3 つのパラメ一タ 「n

u m b e r O f R A - P r e a m b I e s 」、 「n u m b e r 0 f R A - P r



e a m b I e s R N」及び 「n u m b e r O f R A - P e a m b I e s G r

o u p A 」によって分割されている。

[005 1] 図7 ( b ) の例では、 「R A P r e a m b l e # 0 」~ 「R A P r e

a m b I e # 3 2 は、 c o n t e n t i o n用の 「R A P r e a m b I

e 」 （移動局U E用の 「R A P r e a m b I e 」）として確保されており

、 「R A P r e a m b I e # 3 3 」~ 「R A P r e a m b l e # 6 0 」

は、 c o n t e n t i o n用の 「R A P r e a m b I e 」 （リレーノード

R N用の 「R A P r e a m b I e 」）として確保されており、 「R A P

r e a m b l e # 6 1」~ 「R A P r e a m b l e # 6 3 」は、 n o n - c

o n t e n t i o n用の 「R A P r e a m b I e 」として確保されている

[0052] ここで、 「n u m b e r O f R A - P r e a m b I e s R N」が、R N用の

「R A P r e a m b I e 」の範囲 「R A P r e a m b I e # 3 3 」~ 「

R A P r e a m b I e # 6 0 」を示すパラメータである。

[0053] 例えば、図3 に示すように、報知情報送信部 1 1は、S I B 内の情報要素

「R A C H - C o n f i g C o m m o n」内の'|青幸艮要素 「n u m b e r 0 f R

A - P r e a m b I e s 」にU E用の 「R A P r e a m b I e 」の範囲を設

定し、S I B 内の情報要素 「R A C H - C o n f i g C o m m o n」内の情報

要素 「n u m b e r O f R A - P r e a m b I e s R N」にR N用の 「R A

P e a m b I e 」の範囲を設定するように構成されている。

[0054] なお、判定部 1 3 は、受信した 「R A P r e a m b I e 」が属する範囲

に基づいて、かかる 「R A P r e a m b l e 」の送信元が移動局U E或い

はリレ一ノ一ドR Nのどちらであるかについて判定するように構成されてい

る。

[0055] 以下、図9 及び図 1 0 を参照して、本実施形態に係る移動通信システムの

動作について説明する。

[0056] ここで、リレーノードR Nは、 「H a l f D u l e x i n b a n d

r e I a y 」として動作している場合、M B S F Nサブフレーム以外のサ



プフレームで、移動局 U E に対 して信号を送信 し、 M B S F N サブフレーム

では、移動局 U E に対 して信号を送信 していないものとする。

[0057] ステ ップS 2 0 0 1 において、無線基地局 D e N B は、情報要素 「R A C

H - C o n f i g C o m m o n 」内の情幸艮要素 「n u m b e r O f R A - P r

e a m b I e s 」に U E 用の 「R A P r e a m b I e 」の範囲を設定 し、

情報要素 「R A C H - C o n f i g C o m m o n 」内の情報要素 「n u m b e

r O f R A - P e a m b I e s R N 」に R N 用の 「R A P r e a m b I e

」の範囲を設定 した S I B を送信する。

[0058] ステ ップS 2 0 0 2 A において、 リレーノー ドR N は、 「r e l a y 」 と

して、具体的には、 「H a l f D u p l e x i n b a n d e l a y

」 と して動作 しているか否かについて判定する。

[0059] リレーノー ドR N は、 「r e I a y 」 と して、具体的には、 「H a l f

D u l e x i n b a n d r e l a y 」 と して動作 していると判定 した

場合、ステ ップS 2 0 0 2 B において、 S I B に含まれる R N 用の 「R A

P r e a m b I e 」の範囲内の 「R A P r e a m b I e 」を生成する。

[0060] —方、 リレーノー ドR N は、 「r e I a y 」 と して動作 していない、すな

わち、 「U E 」 として動作 していると判定 した場合、ステ ップS 2 0 0 2 C

において、 S I B に含まれるS I B に含まれる U E 用の 「R A P r e a m

b I e 」の範囲内の 「R A P r e a m b l e 」を生成する。

[0061 ] ステ ップS 2 0 0 2 D において、 リレーノー ドR N は、生成 した 「R A

P e a m b I e 」を、無線基地局 D e N B に対 して送信する。

[0062] ステ ップS 2 0 0 3 A において、無線基地局 D e N B は、受信 した 「R A

P e a m b I e 」の送信元が移動局 U E 或いは リレ一ノー ドR N のどち

らであるかについて判定する。

[0063] 無線基地局 D e N B は、受信 した 「R A P e a m b I e 」の送信元が

リレーノー ドR N であると判定 した場合、 M B S F N サブフ レームで、 リレ

—ノー ドR N に対 して、 「R A R e s p o n s e 」を送信する。

[0064] —方、無線基地局 D e N B は、受信 した 「R A P r e a m b l e 」の送



信元が移動局 U E であると判定 した場合、通常のサブフ レームで、移動局 U

E に対 して、 「R A R e s p o n s e 」を送信する。

[0065] ステップS 2 0 0 4 において、 リレーノー ドR Nが、無線基地局 e N B に

対 して、 「S c h e d u l e T r a n s m i s s i o n J をぜ信 し、ステ

ップS 2 0 0 5 において、無線基地局 e N B が、 リレーノー ドR N に対 して

、 「C o n t e n t i o n R e s o l u t ί ο η 」を 信する。

[0066] 本実施形態に係る移動通信システムによれば、無線基地局 e N B は、受信

した 「R A P r e a m b l e 」が属する範囲を調べることで、かかる 「R

A P r e a m b I e 」の送信元が移動局 U E或いはリレーノー ドR Nのど

ちらであるかについて判定することができる。

[0067] 以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。

[0068] 本実施形態の第 1 の特徴は、移動通信方法であって、無線基地局 D e N B

が、移動局 U E用 R A C H R O O T S E Q U E N C E (移動局用生成情報

) 及び リレーノー ドR N用 R A C H R O O T S E Q U E N C E ( リレーノ

— ド用生成情報）を含むS I B (報知情報）を送信する工程と、移動局 U E

が、受信 したS I B に含まれる移動局 U E用 R A C H R O O T S E Q U E

N C E に基づいて、 「R A P r e a m b l e (ランダムアクセスプリアン

プル）」を生成 し、無線基地局 D e N B に対 して送信する工程と、 リレーノ

- ドR Nが、受信 したS I B に含まれるリレ一ノー ドR N用 R A C H R O O

T S E Q U E N C E に基づいて、 「R A P r e a m b I e 」を生成 し、無

線基地局 D e N B に対 して送信する工程と、無線基地局 D e N B が、受信 し

た 「R A P r e a m b l e 」の送信元が移動局 U E或いはリレーノー ドE

Nのどちらであるかについて判定する工程とを有することを要旨とする。

[0069] 本実施形態の第 2 の特徴は、移動通信方法であつて、無線基地局 D e N B

が、 R N用の 「R A P r e a m b l e 」の範囲 （リレ一ノ一 ド用ランダム

アクセスプリアンプル範囲）を示すS I B を送信する工程と、 リレーノー ド

R Nが、 R N用の 「R A P r e a m b l e 」の範囲内の 「R A P r e a

m b I e 」を、無線基地局 D e N B に対 して送信する工程と、無線基地局 D



e N B が、受信 した 「R A P r e a m b I e 」の送信元が移動局 U E 或い

は リレ一ノ一 ドR N のどち らであるかについて判定する工程 とを有すること

を要旨とする。

[0070] 本実施形態の第 1 及び第 2 の特徴 において、 リレーノー ドR N が、 M B S

F N サプフレーム以外のサプフレームで、移動局 U E に対 して信号を送信す

る工程 と、無線基地局 D e N B が、受信 した 「R A P r e a m b l e 」の

送信元が リレーノー ドR N であると判定 した場合に、 M B S F N サブフレー

厶で、 リレーノー ドR N に対 して、 「R A R e s p o n s e ( ランダムァ

クセス レスポンス）」を送信する工程 とを有 してもよい。

[0071 ] 本実施形態の第 3 の特徴は、無線基地局 D e N B であって、移動局 U E 用

R A C H R O O T S E Q U E N C E 及び リレ一ノー ドR N 用 R A C H R O

O T S E Q U E N C E を含む S I B を送信するように構成 されている報知情

報送信部 1 1 と、受信 した 「R A P r e a m b I e 」の送信元が移動局 U

E 或いは リレ一ノ一 ドR N のどち らであるかについて判定するように構成 さ

れている判定部 1 3 とを具備することを要旨とする。

[0072] 本実施形態の第 4 の特徴は、無線基地局 D e N B であって、 R N 用の 「R

A P r e a m b I e 」の範囲を示す S I B を送信するように構成 されてい

る報知情報送信部 1 1 と、受信 した 「R A P r e a m b I e 」の送信元が

移動局 U E 或いは リレ一ノ一 ドR N のどち らであるかについて判定するよう

に構成 されている判定部 1 3 とを具備することを要旨とする。

[0073] 本実施形態の第 3 及び第 4 の特徴 において、判定部 1 3 が、 「R A P r

e a m b I e 」の送信元が リレーノー ドR N であると判定 した場合に、 M B

S F N サプフレームで、 リレーノー ドR N に対 して、 「R A R e s p o n

s e 」を送信するように構成 されている R A プロシージャ実行部 1 2 ( ラン

ダムアクセスプロシージャ実行部）を具備 してお り、 M B S F N サブフレー

厶では、 リレーノ一 ドR N による移動局 U E 宛ての信号の送信が行われな く

てもよい。

[0074] なお、上述の無線基地局 D e N B や リレーノー ドR N や移動局 U E の動作



は、ハー ドウェアによって実施されてもよいし、プロセッサによって実行さ

れるソフ 卜ウェアモジュールによって実施されてもよいし、両者の組み合わ

せによって実施されてもよい。

[0075] ソフ トウェアモジュールは、 R A M ( R a n d o m A c c e s s M e

m o r y ) や、フラッシュメモリや、 R O M ( R e a d O n I y M e m

o r y ) や、 E P R O M ( E r a s a b l e P r o g r a m m a b l e

R O M ) や、 E E P R O M ( E l e c t r o n i c a l I y E r a s a b

I e a n d P r o g r a m m a b l e R O M ) や、 レジスタや、 ノヽ 一

ドディスクや、 リム一バブルディスクや、C D - R O M といった任意形式の記

憶媒体内に設けられていてもよい。

[0076] かかる記憶媒体は、プロセッザが当該記憶媒体に情報を読み書きできるよ

うに、当該プロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセ

ッサに集積されていてもよい。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、 A

S I C 内に設けられていてもよい。かかるA S I C は、無線基地局 D e N B

や リレーノー ドR Nや移動局 U E 内に設けられていてもよい。また、かかる

記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリ一 卜コンポーネン トとして無線基地

局 D e N B や リレーノ一 ドR Nや移動局 U E 内に設けられていてもよい。

[0077] 以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明 したが、当業者

にとつては、本発明が本明細書中に説明 した実施形態に限定されるものでは

ないということは明らかである。本発明は、請求の範囲の記載により定まる

本発明の趣旨及び範囲を逸脱することなく修正及び変更態様として実施する

ことができる。従って、本明細書の記載は、例示説明を目的とするものであ

り、本発明に対 して何 ら制限的な意味を有するものではない。

符号の説明
[0078] U E 移動局

D e N B 無線基地局

R N リレ一ノー ド

報知情報送信部



、 2 2 〜 R A プロシージャ実行部

判定部

報知情報受信部



請求の範囲

[ 請求項 1] 無線基地局が、移動局用生成情報及び リレー ノー ド用生成情報 を含

む報知情報 を送信する工程 と、

移動局が、受信 した前記報知情報 に含 まれる前記移動局用生成情報

に基づいて、 ランダムアクセスプ リアンプル を生成 し、前記無線基地

局 に対 して送信する工程 と、

リレー ノー ドが、受信 した前記報知情報 に含 まれる前記 リレー ノ一

ド用生成情報 に基づいて、 ランダムアクセスプ リアンプル を生成 し、

前記無線基地局 に対 して送信する工程 と、

前記無線基地局が、受信 した前記 ランダムアクセスプ リアンプルの

送信元が移動局或いは リレー ノー ドの どち らであるかについて判定す

る工程 とを有することを特徴 とする移動通信方法。

[ 請求項2] 無線基地局が、 リレー ノー ド用ランダムアクセスプ リアンプル範囲

を示す報知情報 を送信する工程 と、

リレ一 ノ一 ドが、前記 リレ一 ノ一 ド用ランダムアクセスプ リアンプ

ル範囲内のランダムアクセスプ リアンプル を、前記無線基地局 に対 し

て送信する工程 と、

前記無線基地局が、受信 した前記 ランダムアクセスプ リアンプルの

送信元が移動局或いは リレー ノー ドの どち らであるかについて判定す

る工程 とを有することを特徴 とする移動通信方法。

[ 請求項3] 前記 リレー ノー ドが、 M B S F N サ ブフ レー ム以外のサ ブフ レー ム

で、前記移動局 に対 して信号 を送信する工程 と、

前記無線基地局が、受信 した前記 ランダムアクセスプ リアンプルの

送信元が リレー ノー ドであると判定 した場合 に、前記 M B S F N サ ブ

フ レー ム で、 前記 リ レー ノー ドに対 して、 ラ ンダム ア クセ ス レス ボ ン

スを送信する工程 とを有することを特徴 とする請求項 1 又 は 2 に記載

の移動通信方法。

[ 請求項4] 移動局用生成情報及び リレー ノー ド用生成情報 を含む報知情報 を送



信するように構成 されている報知情報送信部 と、

受信 したランダムアクセスプ リアンプルの送信元が移動局或いは リ

レ一 ノ一 ドの どち らであるかについて判定するように構成 されている

判定部 とを具備することを特徴 とする無線基地局。

[ 請求項 5] リレー ノー ド用ランダムアクセスプ リアンプル範囲を示す報知情報

を送信するように構成 されている報知情報送信部 と、

受信 した前記 ランダムアクセスプ リアンプルの送信元が移動局或い

は リレ一 ノ一 ドの どち らであるかについて判定するように構成 されて

いる判定部 とを具備することを特徴 とする無線基地局。

[ 請求項 6] 前記判定部が、前記 ランダムアクセスプ リアンプルの送信元が リレ

— ノー ドであると判定 した場合 に、 M B S F N サ ブフ レームで、該 リ

レ一 ノー ドに対 して、 ランダムアクセス レスポ ンスを送信するように

構成 されているランダムアクセスプロシ一ジャ実行部 を具備 してお り

前記 M B S F N サ プフ レームでは、前記 リレー ノ一 ドによる移動局

宛ての信号の送信が行われないことを特徴 とする請求項 4 又 は 5 に記

載の無線基地局。
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